
自閉症スペクトラム障がい児童の教育支援をする、被ケアロボットの研究開発、

岐阜市で実験開始 

 

【概要】 

 名古屋大学大学院工学研究科の吉川大弘准教授、ジメネスフェリックス博士後期課程、

中京大学工学部の加納政芳准教授、名古屋工業大学大学院工学研究科の中村剛士准教授、

一般社団法人岐阜創発研究会「ひかりキッズ」の柴橋正直会長は共同で、自閉症スペク

トラムの中でもとくに、発達障がいグレーゾーンと呼ばれる児童の心を育てる・教育支

援をする、被ケアロボット研究開発のための実験を始めます。 

本研究では、発達障がいグレーゾーン児童が、ロボットを教育・世話することで、ロ

ボ



研究開発は日本を始め、イギリスおよびアメリカでも始まっています。しかしながら、発

達障がいグレーゾーンの子供達を対象とした教育支援ロボットの研究開発は日本に限らず

海外でも行われていません。 

 本研究では、これまで注目されてこなかった発達障がいグレーゾーンの子供達に焦点を

当て、彼らの成長を支援するロボットを開発します。 

 今回開発するロボットの特徴は、子供によって教育される、世話をされる被ケアロボッ

トという点です。発達障がいグレーゾーンの子供達は、家庭や先生、同級生らから教示を

受ける、命令を受ける立場であることが多く、満足感や達成感を得る機会がありません。

そこで、ロボットの知識レベルを子供達よりも低い立場に設定し、子供達による教示・指

示・世話によってロボットが少しずつ教養を身につけていくものとします。子供達が、ロ

ボットの成長を確認することで、自分自身の存在意義、自己肯定感を養い、それと同時に、

子供達もロボット同様に教養を身につけていくことが期待されます。 

 

【研究の内容】 

 本研究では、岐阜創発研究会の塾「ひかりキッズ」の教育現場にロボットを提供し、発

達障がいグレーゾーン児童にたいして、ロボットが与える教育支援効果・心理効果を検証

します。 

 実験は、実験実施者と子供、ロボットの３者が会話する形式とし、１）子供からロボッ

トに対する教示・指示・世話の回数・頻度・内容、２）ロボットから子供への会話回数・

頻度・内容、３）ロボットの成長パラメータ等を観測データとして取得し、観測データ間



 


